
国連における中国の権益拡大、WHOは氷山の一角。
中国共産党に吸い取られる日米の先端技術。
■圧倒的な資金
■ケタ違いの生産能力
■群を抜く市場規模
■軍事や経済優位のための先端機微技術

さえ押さえれば、世界の秩序や国際世論も欲しい
ままにできると、中国に思わせてはなりません。

令和2年6月2日、参議院財政金融委員会でありむらが質問に立ちました。
経済安全保障の視点から国民の生命や財産、日本の経済的繁栄、日本の主権と独立を守ることの重要性を
訴え、戦略的に静かに進む中国の侵食に警鐘を鳴らしています。
通常、全国中継されることのない委員会審議ですが、新聞記事やYouTube、SNSの口コミによる広がりで、
多くの皆さまにご関心をお持ち頂いています。コロナであぶり出された「国家のありよう」について、
有村の直球勝負24分の質疑です。

コロナ禍の経済安全保障

ありむら治子参議院議員 比例代表（全国区）

中国に世界秩序を牛耳られていいのか？

ありむら治子チャンネル

質疑はこちらでご視聴いただけます！

日本は中国とどう向き合うのか？
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